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第１　平成26年度監査の執行状況

　1　執行方針
(1)　基本方針

(2)　重点項目
ア　工事及び委託契約事務（特に、積算・完了確認）
イ　補助金事務（特に、補助目的・完了確認）
ウ　物品管理事務（特に、重要物品・毒物劇物管理）

　２　実施状況
(1)　定期監査

ア　監査対象機関及び実施箇所数

対象数 実施数 実施率 対象数 実施数 実施率
普通会計 295 295 100.0% 294 294 100.0%
企業会計 28 28 100.0% 28 28 100.0%

計 323 323 100.0% 322 322 100.0%

イ　実施時期
決算・期中 実施時期 会計区分 実施数

4月～9月 普通会計 80
普通会計 56
普通会計 23
普通会計 5
企業会計 1
企業会計 18
企業会計 1

184
出先機関（知事部局） 普通会計 32

普通会計 99
普通会計 8

139
合　　計 323

ウ　監査における重点項目の実施結果
指摘件数

16 件
1 件

21 件
38 件

　県の事務事業の執行について、内部統制が有効に機能しているか、職場内でのノウハウや知識の継
承が図られているか確認するとともに、組織体制及び予算執行の状況にも留意しながら、正確性、合
規性、経済性、効率性及び有効性の観点から、監査等を実施するものとする。
　定期監査は、対象となる全機関に対し、財務監査と行政監査を総合的・一体的に実施するものとす
る。
　また、財政的援助団体等監査、指定金融機関等監査、現金出納検査、決算審査及び財政健全化判断
比率等審査を厳正に実施するものとする。
　なお、社会的関心が高い課題や早期に改善すべきと認められる事項については、行政監査を実施す
るものとする。

　平成26年度の定期監査の実施状況は、監査対象323機関（普通会計295機関、企業会計28機関）
の全ての機関を対象に実施し、その実施率は100.0％である。

区分
平成26年度 平成25年度

工事及び委託契約事務（特に、積算・完了確認） 積算を誤っているもの　８件

企業局本庁

期中監査
10月～2月

補助金事務（特に、補助目的・完了確認）

物品管理事務（特に、重要物品・毒物劇物）

交付決定の遅れ　１件
物品の取得、管理又は処分の不適当　15件

合　　計

出先機関（他の執行機関）
県立病院

小　　計

対象機関

出先機関（他の執行機関）

5月～7月
医療局本庁
県立病院

重点項目 主な指摘内容

決算監査

本庁各課・委員会

小　　計

5月～9月
広域振興局等
出先機関（知事部局）
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(2)　随時監査
ア　工事現場監査

イ　その他の随時監査

(3)　財政的援助団体等監査

(4)　指定金融機関等監査

(5)　現金出納検査

(6)　決算審査
ア　普通会計の決算審査

イ　公営企業会計の決算審査

(7)　基金運用状況審査

　工事現場監査は、必要があると認めるときに定期監査等において実施するものとしている。
　平成26年度は、随時監査としての工事現場監査は行わなかった。

　平成25年度の公営企業会計決算の審査に当たっては、知事から提出された決算関係書類につい
て、事業の経営成績及び財政状態を適正に表示しているか、地方公営企業法第３条に規定する経
営の基本原則に従って運営されているかを検証するため、決算の調製に必要な証書類を照合精査
するとともに、定期監査及び現金出納検査の結果を踏まえて審査を実施し、平成26年9月12日に
知事に岩手県立病院等事業会計、岩手県電気事業会計及び岩手県工業用水道事業会計の３会計に
ついて決算審査意見書を提出した。

　特定の目的のために定額の資金を運用するための基金について、知事は、毎会計年度、その運用の
状況を示す書類を作成し、これを監査委員の審査に付すこととされている。
　平成25年度の定額資金運用基金の運用状況の審査に当たっては、自治振興基金、岩手競馬再生推
進基金、土地開発基金、用品調達基金、美術品取得基金の５基金について、基金条例の趣旨に沿って
適正かつ効率的に運用されたか、また、計数が正確であるかについて審査を実施し、平成26年9月12
日に知事に審査意見書を提出した。

　監査委員は、必要があると認めるとき、又は知事等から要求があるときは、指定金融機関等が取り
扱う公金の収納又は支払の事務について監査できることとされている。
　平成26年度においては、会計管理者及び公営企業管理者が実施した指定金融機関等の検査結果の
報告を求め、監査委員が特に必要と認めた店舗について実施することとしていたが、その検査結果に
ついて内容を確認したところ、おおむね適正に処理されているものと認められたことから、指定金融
機関等監査は実施しないこととした。

　県の現金の出納は、毎月例日を定めて監査委員が検査することとされている。
　平成26年度においては、会計管理者又は公営企業管理者から提出された現金出納検査調書に基づ
き、毎月末現在における現金出納の帳尻（財務会計システム等により作成された諸帳簿の計数）と現
金の所在（金融機関から提出された残高証明書等の計数）を照合確認するとともに、当該月に係る資
金運用状況・借入状況を調査し、収入支出証拠書類を点検する方法により検査を実施し、議長及び知
事に対し検査の結果を報告した。

　随時監査は、必要の都度、監査委員の協議により随時実施するものとしている。
　平成26年度は、定期監査等を踏まえ随時監査を要するような事案は見当たらなかったことから
実施しなかった。

　財政的援助団体等監査は、県が財政的援助を与えているもの、県が出資しているもの、県が債務保
証しているもの及び県が公の施設の管理を行わせているものについて、出納その他の事務の執行が、
その援助等の趣旨に沿い、かつ、法令等に従って、内容及び手続が適正かつ効率的に執行されている
かどうかの観点から実施した。
　平成26年度は、監査対象59団体のうち、20団体（出資団体9団体、補助等財政的援助6団体、指定
管理者5団体：複数該当4団体）を実施し、その実施率は33.9％である。

　平成25年度一般会計及び特別会計歳入歳出決算の審査に当たっては、知事から提出された決算
関係書類について決算の計数は正確か、各会計の予算の執行はそれぞれ予算議決の趣旨に沿い、
かつ、関係法令等に基づき適正に処理されているか、財産の取得、管理及び処分は適正に行われ
ているかなどを主眼とし、決算の調製に必要な証書類を照合精査するとともに、既に実施した監
査及び現金出納検査の結果も踏まえて厳正に実施し、平成26年9月12日に知事に審査意見書を提
出した。
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(8)　財政健全化審査
ア　健全化判断比率審査

平成25年度 平成24年度 増　減 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― ― ― 3.75 5.0

連結実質赤字比率 ― ― ― 8.75 15.0

実質公債費比率 19.4 18.6 0.8 25.0 35.0

将来負担比率 246.2 257.7 △ 11.5 400.0

イ　資金不足比率審査

　会　　　計　　　名 平成25年度 平成24年度 増　減 経営健全化基準

流域下水道事業特別会計 ― ― ―
港湾整備事業特別会計 ― ― ―
県立病院等事業会計 ― ― ―
電気事業会計 ― ― ―
工業用水道事業会計 ― ― ―
※　資金不足比率は、資金不足額がないことから算定されない。

(9)　行政監査（特定テーマ）

ア　未利用財産等の管理運営について

(10)　住民監査請求に基づく監査
　平成26年度において、当該請求はなかった。

平成26年８月～平成27年１月

平成26年３月31日現在において、５年
以上未利用又は本来と異なる利用形態
の行政財産や普通財産、平成22年度行
政監査で掲げられた遊休財産の管理・
運営状況

未利用財産等における管
理の一元化に向けての検
討等

※　実質赤字比率及び連結実質赤字比率は、実質赤字額及び連結実質赤字額がないことから算定されない。

20.0

　平成26年度においては、次のテーマを設定し、随時の行政監査を実施した。

　特に長期間利用されていない財産等を対象に、その管理及び運営状況について、３Ｅ（経済
性・効率性・有効性）の観点から監査を実施し、改善点を明らかにすることにより、その管理、
運営などについて適切な対応を促し、もって県有財産の機能・役割が十分に果たされることを目
的として行政監査を実施した。

　区　　　分

実　施　時　期 監査対象 監査結果

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第22条第１項の規定により知事から提出された、平
成25年度決算に基づく岩手県流域下水道事業特別会計、岩手県港湾整備事業特別会計、岩手県立
病院等事業会計、岩手県電気事業会計、岩手県工業用水道事業会計の５つの公営企業会計に係る
資金不足比率及びその算定基礎書類について、法令等に照らし、資金不足比率の算定過程に誤り
はないか、算定基礎書類が適正に作成されているかなどについて審査を実施し、平成26年9月12
日に知事に審査意見書を提出した。

　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により知事から提出された平成
25年度決算に基づく健全化判断比率及びその算定基礎書類について、法令等に照らし健全化判断
比率の算定過程に誤りはないか、算定基礎書類が適正に作成されているかなどについて審査を実
施し、平成26年9月12日に知事に審査意見書を提出した。

3



第2　財務事務及び行政事務の執行に係る監査の結果

　1　指摘の状況
(1)　指摘の内容

0 1 △ 1

○調定を行っていないもの 医療政策室
二戸保健福祉環境セン
ター

15 19 △ 4

（2件）
○調定が遅れているもの 教育企画室

警察本部
久慈病院

（3件）
○調定金額を誤っているもの 大船度土木センター

一関児童相談所

（2件）
○所属年度又は歳入科目を誤っている
もの

生涯学習文化課
盛岡）林務部
水産技術センター

（3件）
○納税又は納入の通知が遅れているも
の

一関高等看護学院

（1件）
○収納方法を誤っているもの 大船渡保健福祉環境セ

ンター
（1件）

○直接収納に係る収納金の取扱いが不
適当なもの

千厩土木センター
宮古水産高校

（2件）
○収入証紙収納額の報告を誤っている
もの

奥州保健所

（1件）
○支払を行っていないもの 流通課

大船渡土木センター
22 23 △ 1

（2件）
○支払が遅れているもの 健康国保課

農林水産企画室
選挙管理委員会事務局
大船渡土木センター

（4件）
○所属年度又は歳出科目を誤っている
もの

健康国保課
県南）林務部
農業大学校

（3件）
○債権者を誤っているもの 医師支援推進室

（1件）
○支出金額を誤っているもの 建設技術振興課

大船渡保健福祉環境セ
ンター

（2件）

26年度
件　数

25年度
件　数

増減

予算経理

収入事務

区　分

　定期監査の結果、留意改善を要する事項として指摘した件数は106件（普通会計96件、企業会計10
件）となっており、平成25年度に比べて26件増加している。
　主な内容は、調定の遅れ、所属年度又は歳入科目の誤りなど収入事務の不適当なものが15件、支
払いの遅れ、諸手当の過誤支給など支出事務の不適当なものが22件、積算を誤っているもの、債務
の履行確認が不十分なものなど契約事務の不適当なものが14件、財産の取得、処分等の報告が不適
当なもの、物品の取得、管理又は処分の不適当なものなどの財産管理の不適当なものが40件、その
他不適当なものとして工事の執行３件、補助金事務１件、行政事務が11件となっている。
　なお、指摘とされたものは監査結果として議会及び知事等に報告し、岩手県報により公表した。

支出事務

指摘事項 監査対象機関
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○報酬、諸手当、賃金、報償費等の額の決
定又は算定を誤っているもの

警察本部
花巻北高校
黒沢尻工業高校
水沢商業高校
大船渡東高校
久慈工業高校
花巻清風支援学校
中央病院
山田病院

（9件）
○前金払の根拠がないもの又は対象と
ならない経費について前金払をしてい
るもの

地域振興室

（1件）
○積算を誤っているもの 復興局

花巻土木センター
千厩土木センター
宮古土木センター
岩泉土木センター
生物工学研究所
千厩警察署
二戸病院

14 9 5

（8件）
〇落札人の決定を誤っているもの 磐井病院

（1件）
○契約の目的、規格、数量、価格、条
件等契約内容が不明確なもの

県南）経営企画部

（1件）
○債務の履行確認が不十分なもの スポーツ健康課

遠野警察署
岩泉警察署

（3件）
○その他契約事務の不適当 中央病院

（1件）
○設計の内容が誤っているもの又は不
適当なもの

雫石高校 3 0 3

（1件）
○積算額を誤っているもの 大船渡土木センター

（1件）
○その他工事の執行の不適当 黒沢尻工業高校

（1件）

○交付決定が遅れているもの 沿岸）保健福祉環境部 1 3 △ 2

（1件）
○財産の取得、処分等の報告が不適当
なもの

県南）土木部
農業研究センター
農業大学校
生涯学習推進センター
盛岡第一高校
盛岡南高校
福岡工業高校
盛岡となん支援学校
盛岡みたけ支援学校
花巻警察署
遠野警察署
岩泉警察署

40 23 17

（12件）
○財産台帳、財産管理簿又は財産管理
副簿を整理していないもの

総務室
花巻総務センター
福祉総合相談センター
二戸高等看護学院
千厩病院

（5件）

補助金事務

財産管理

契約事務

工事の執行
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○物品の取得、管理又は処分の手続が
不適当なもの

総合防災室
道路環境課
県南）経営企画部
沿岸）経営企画部
盛岡第二高校
盛岡第三高校
盛岡杜陵高校
雫石高校
大船渡高校
住田高校
宮古水産高校
福岡工業高校
花巻清風支援学校
一戸病院
山田病院

（15件）
○物品検収が不適当なもの 遠野土木センター

（1件）
○帳簿残高と現物が一致しないもの 不来方高校

遠野高校

（2件）
○物品の保管方法が不適当なもの 千厩土木センター

病害虫防除所
黒沢尻北高校

（3件）
○債権の徴収停止、履行期限の延長又
は債務の免除手続が不適当なもの

大槌病院

（1件）
○その他財産管理の不適当 一関県税センター

（1件）
○事務事業の執行の不適当（法令、条
例、規則等に違反しているもの）

一関高等看護学院 11 2 9

（1件）
○事務事業の執行の不適当（計画的に
執行していないもの）

宮古水産高校

（1件）
○執行管理体制の不適当（執行管理体
制が適切でないため、事務事業に影響
を及ぼしたもの又は及ぼす可能性が大
きいもの）

盛岡工業高校
盛岡商業高校

（2件）
○許認可事務の不適当（法令、条例、
規則等に違反し、適正に処理していな
いもの）

盛岡）土木部
岩手土木センター
県南）土木部
遠野土木センター
一関土木センター
宮古土木センター
二戸土木センター

（7件）
106 80 26

　2　事務費の不適当な事務処理に係る監査

　3　行政監査的視点から行った監査
(1)　学校徴収金、団体徴収金等の管理等について

行政事務

計

　平成20年に発覚した需用費等の不適当な事務処理の事案を踏まえ、定期監査において、事務用品等
（消耗品・備品）の納入業者への照会を行い、納入（修繕）品目及び金額等を確認したほか、再発防止
策の実施状況等を点検・確認するなど、事務費の不適当な事務処理に係る監査を行った。

　県立学校における「学校徴収金及び団体徴収金の管理等」について、事故防止や適正な会計事務
処理がなされるための内部統制が十分に働いているかなどを主な視点として、監査を行った。
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